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   津幡南中学校長  永井 隆和 

   １年学年主任   村上 直哉 

働くってこんな意味があるんだ ～ キャリア教育 「働く人から学ぶ会」 ～             

２月１日（木）にキャリア教育の一環と

して、６名の職業人をお招きして「働く人

から学ぶ会」を開催しました。夏休みに

は、身近な人に「職業インタビュー」をし、

実際の仕事の様子について知ることがで

きました。１１月から本格的に進路学習

に取り組み、働く意義について考えまし

た。学校祭でも職業に関する展示を行い、

学んだことを発表し、学習を積み上げて

きました。そして、最終章。 

今回は、私たちの身近な地域を中心とし、様々な場面でご活躍の６人の方をお招きし、生の声をお聞きし、「働

く」とはどういうことなのかについて、深く考えるよい機会となりました。 

体育館でパネルディスカッション形式により行われた全体会では、プログラム委員の武蔵川怜衣さん(１組)と

荻野優月さん（３組）が司会を務め、見事に会を切り盛りし、講師のコメントひとつひとつに「合いの手」を入

れて会を盛り上げました。そのあと、６つの分科会に分かれてより深くその職業について学ぶことができました。

分科会は５０分間という大変短い時間でしたが、子供たちにとってはとても新鮮で、新しい発見や働くことの意

義についても学ぶことができました。 

今回の企画は、プログラム委員会を中心に生徒自らが会を運営しました。この日までにリハーサルを繰り返し

ながらしっかりと準備をしてきました。当日の会の進行も、時間を気にしながら機転を利かせ、それぞれの役割

をしっかりと果たすことができました。１年生にとって最後の大きな行事でした。その中で、成長した逞しい姿

に喜びを感じることができました。１年生全員で作り上げた「働く人から学ぶ会」になりました。 

 

ご協力いただいた講師のみなさん 

      

河北中央病院 

看護師 森口歩美さん 

海上保安庁 

竹腰絢也さん 

（株）中東 

建築士 宮越久志さん 

ちいろばこども園 

保育士 桝田沙希さん 

ＦＩＯＲＥ（ﾍｱﾃﾞｻﾞｲﾝ） 

美容師 苗島花子さん 

警察犬訓練士 

赤崎美香さん 

★全体会で印象に残った言葉★ 

●看護師・・・中学生のうちに、コミュニケーション能力と思いやりの心を身につけることが大切です。 

●海上保安庁・・・船での生活が長くなると、楽しみは食事。また、辛いことがあると、星空を眺め、筋トレをする。 

●建築家(金沢駅の鼓門を建設)・・・好きなことや目標となることを見つけよう！ 

●保育士・・・中学生の時期は、思春期真っ只中だけど、自分のためにいろんなことを言ってくれていると「謙虚な気持ち」でいられるといいね。 

●犬の訓練士・・・あいさつはとても大切。初対面の人にもプロとしてしっかりとあいさつし自分を示すことが信頼を生む。 

●美容師・・・不器用な人がこの仕事に向いている。なぜなら、考える力や努力する姿勢により向上心が生まれるから。 



・「将来のために～」と今までは焦っていたのかなあと思いました。中学生になって将来のことをしっかりと考えな

いとと思っていたけれど、楽しんだり、目標を立てたりするのが一番なんだと思いました。美容師の苗島さんは、

仕事について詳しく教えてくださったり、意外な一面もあったりしました。今回学んだことは、これからの将来に

活かしていこうと思いました。（①蔵野華音） 

・全体会では、中学生のうちに自分の好きなことやなりたい自分を見つけること、コミュニケーション力をつけるな

どにより将来が豊かになるということを学んだ。また、好きではない仕事もやりがいは見つかっていくと知った。

分科会では、「やる気があれば必ず叶う」ことや「チャレンジして、失敗して、次のステップにいき、そして成長

する。」という言葉を教えてもらったので心に残しておきたい。（①永岡 兜） 

・自分が楽しめる仕事をしようと思いました。お金で動くのではなく、人のために動ける人になりたいなあと思いま

した。（①神前和志） 

・全体会で、仕事をしようと思ったきっかけが小さい頃の経験だったり、好きなことだったりしたから、無理に将来

を決めずに自分がやりたいことでいいんだと思えました。これからは、いろんな経験を積むことと感謝の気持ちを

忘れないでいこうと思いました。（②門前ことみ） 

・仕事の中でも、命を預かるものだと責任重大だし、守ったりしなければならない。他の仕事も内容が難しかった

り、身体に負担がかかったりするなど、大変なこともあるけど、ちゃんと心の支えになるものを作っていくことが

必要なんだと思った。相手のことを思いやる心や好きなことを見つけること、楽しく健康に生きることが大事なん

だと思った。（②山田照） 

・命や人生を預かる仕事が多く、そういう仕事ができるのがすごいと思った。あいさつをしっかりすることや元気に

過ごすなどのことを活かして、中学校３年間悔いがないように過ごしたい。（②山本桧斗） 

・どの職業も喜んでくれたりありがとうと言ってくれるっていうのはいいなあと思いました。素直さっていうのはど

こにいっても大事だと思った。今を大事にしようと思った。あいさつも。（③石倉悠梨） 

・自分の今の将来の夢を叶えるために、一本道で夢を追うのもいいと思ったけれど、いろいろな職業・人・場所と交

流してたくさんの経験を積み重ねて新しい夢を見つけるのもいいかなあと思いました。でもまず、今を楽しんで友

達をたくさん作って好きなことをいっぱいしたいです。（③森川莉奈） 

・まず全体会、分科会合わせて、すごくいい経験になったと思った。講師の方々の

仕事に対する思いがすごく伝わってきて、本気で打ち込んでいると感じた。中学

生のうちに学校や親、関わっていく人からたくさん学んで、職業選択や実際に働

くときに活かしていきたいと思った。これからもいろいろな経験を積んでいける

ようにチャレンジしていきたい。（③荻野優月） 

・大変なことがあるけど、その支えによって仕事は成り立っていると思ったとこ

ろ。支えがあるからこそ楽しいと感じられたり、落ち着く時間も作れるのかも知れない。（④高野優月） 

・普段は聞けない貴重なお話を聞けたので、自分の将来の進路選択や職業を選ぶときに参考にできるようにしたいで

す。たくさん挑戦して失敗することが大切だと学んだので、何事にも挑戦しようと思いました。そして、今の中学

校生活を思いっきり楽しんで、今を大切にしようと思いました。（④竹谷萌花） 

・どの仕事をするにも人を思いやるという気持ちが大事で、大変なことが様々あるので、何か心の支えになることを

見つけて乗り越える。その仕事にやりがいを感じることで続けられる。（④坂田航平） 

・これから将来の仕事は大変だけれど、やりがいもあり、コミュニケーションが必要で、素直さも必要となるので、

人間関係を通して大事にしていこうと思いました。（⑤中谷内健生） 

・これから進路を決めるときや自分のなりたい職業を見つけるときに今回来ていただいた６人の方々が言っていたこ

とを参考にして考えていこうと思いました。誘導係をして、お客さんへの対応や、礼状の書き方など、新しく学ん

だことがたくさんありました。学校生活やこれからの人生に活かしていきたいと思いました。（⑤野上絢愛） 

・コミュニケーション能力は，中学の時から身につけていきたいです。また、社会に出たら「できない」「やれな

い」「苦手だからしない」などは通用しないので、苦手を少しでも減らせるようにしたいです。（⑤南美徠久） 

・誰かのためを思って働いていたり、自分の好きなことを仕事にしたり、職業の選び方にも様々な種類があるんだと

思った。今を楽しむこと、いろいろなことに興味を持つことを大切にしていきたい。これからも、感謝や笑顔を大 

切にして過ごしていきたいし、自分の好きなこと、得意なことを生かせる仕事  

を見つけたいです。（⑥松村美咲） 

・建築関係の仕事には従業員の半分が女性だと聞いて、職業は男女関係なく自由 

で幅広い選択肢があると改めてわかりました。これから好きなことややりたい  

ことをたくさん広げ、将来の選択肢を増やしたいです。（⑥寺沢紗愛） 

・命を預かる仕事、時には帰宅できない辛いことがあったとしても、その仕事を 

続けるやりがいや楽しさがあることを知りました。（⑥山崎隼都） 


